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第１問                            問題のページへ 

[1] ( )
2
1

4
cos22sin ++ pxx＞ に対して,  

( )
2
1

4
sinsin

4
coscos2cossin2 +- pp xxxx ＞  

1sin2cos2cossin4 +- xxxx ＞  

ここで, xa sin= , xb cos= とおくと, 1224 +- abab＞ , 01224 ＞--+ baab  

すると, 0)12)(12( ＞+- ba となり, 12 -a と 12 +b の符号で場合分けをする。 

(i)  012 ＞-a かつ 012 ＞+b のとき 

2
1sin ＞x かつ

2
1cos -＞x より, pp

3
2

6
＜＜x  

(ii) 012 ＜-a かつ 012 ＜+b のとき 

2
1sin ＜x かつ

2
1cos -＜x より, pp

3
4

6
5 ＜＜x  

 

[2] ( )
2

1log281log3log2 x
yyy -++ ＜ ……①に対して, 底の条件から,  

0＞y かつ 1¹y , 0＞y かつ 1¹y  

まとめると, 0＞y かつ 1¹y となり, また真数条件より, 0
2

1 ＞x- から, 2＜x  

さて, 
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y
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3
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log
3log3log == , 

yyy
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3
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4

log
81log81log == から, ①は,  
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33 log
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1log2
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log
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++ ＜ , 
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すると, y＞1のとき, 0log3 ＞y より,  

( )
2

1log1log 33
xy -+＜ , ( )

2
13loglog 33

xy -＜ ……② 

また, 0＜y＜1のとき, 0log3 ＜y より,  

( )
2

1log1log 33
xy -+＞ , ( )

2
13loglog 33

xy -＞ ……③ 

②より, ( )
2

13 xy -＜  )1( ＞y  

③より, ( )
2

13 xy -＞  )10( ＜＜y  

すると, 求める領域は右図の網点部となる。ただし, 境界は

含まない。 

 

［解 説］ 

三角関数と対数関数, どちらも不等式を解く問題です。解に至る道筋が明快に示さ

れています。 
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第２問                            問題のページへ 

(1) xxx -= 3)(f , aaxaaxxaaxaxx 3)13(32)()()( 32233 +--+-=+---=g  

)333(333)()( 22322 +-+-=+-+-=- aaxxaaaxaaxxx fg ………(＊) 

0)()( =- xx fg が異なる 2つの実数解をもつ条件は,  

0)3(349 22 ＞-×-= aaD , 0122 ＜-a  

a＞0から, 320 ＜＜a となる。 

また, (＊)より, { ( ) }3
4
1

2
3)()( 22

+---=- aaxaxx fg  

よって, )()( xx fg - は
2
ax = のとき最大となり, 最大値は,  

( ) )12(
4

3
4
1 22 aaaa -=+-  

(2) aaaaah 3
4
1)12(

4
)( 32 +-=-= より,  

)2)(2(
4
33

4
3)( 2 -+-=+-=¢ aaaah  

よって, 2=a のとき最大値 4をとる。 

(3) 3=a のとき, )3(33)333(3)()( 2 --=+-=- xxxxxx fg  

すると, 0)()( =- xx fg の解は 3,0=x となり, 0)0( =f , 32)3( =f か

ら, 曲線 )( xy f= と曲線 )( xy g= の 2つの交点 P, Qの座標は,  

)0,0(P , )32,3(Q  

よって, 2つの曲線 )( xy f= , )( xy g= で囲まれた部分の面積 Sは, 

( )
2
9)3(

6
133)3(33 33

0
=×-×-=--= ò dxxxS  

このとき, xxxx 833)( 23 +-=g となり,  

13)( 2 -=¢ xxf , 8363)( 2 +-=¢ xxxg  

x 軸の正の部分と , P における曲線 )( xy f= の接線 , 

)( xy g= の接線とのなす角をそれぞれ ba , とおくと,  

1)0(tan -=¢= fa , 8)0(tan =¢= gb  

したがって, 2本の接線のなす角をq とすると,  

7
9

81
81

tantan1
tantan)tan(tan =

-
--=

+
-=-=

ba
babaq  

 

［解 説］ 

微積分についての幅広い知識が問われています。ただ，計算は難しくないものの, 

量的には多めです。 
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第３問                            問題のページへ 

(1) 271 -=a , 6031 +=+ nn aa  ),3,2,1( L=n より,  

)30(3301 +=++ nn aa  

よって, nn
n aa 33)30(30 1

1 =×+=+ - より, 303 -= n
na ………① 

初項から第 n項までの和 nS は,  

nnS n
n

n 30)13(
2
330

13
)13(3 --=-

-
-=  

0＞nS とすると, nn 30)13(
2
3 ＞- から, 1203 +nn＞  

この不等式を満たす最小の自然数 nは, 5=n である。 

(2) 条件より, )1(2 -=+ ndcb nn ……②, 12 -=- n
nn xrcb ……③ 

②③より, 1)1(25 -+-= n
n xrndb , 12)1(5 ---= n

n xrndc  
1)1(355 ---=+ n

nn xrndcb  

よって, 1

5
1)1(

5
3 ---=+ n

nn xrndcb  

(3) 数列{ }nn cb + の階差数列は, 数列{ }na であるので,  

)()( 11 nnnnn cbcba +-+= ++
1

5
1)1(

5
3

5
1

5
3 -+---= nn xrndxrdn  

 1)1(
5
1

5
3 --+= nrrxd ………④ 

①④より, 30
5
3 -=d , 3)1(

5
1 =- rx , 3=r から, 50-=d , 

2
15-=x  

このとき, { } )1(20
2

33
2

15)1(100
5
1 1 ---=×---= - nnb

n
n

n  

{ ( ) } )1(1033
2

152)1(50
5
1 1 --=×----= - nnc nn

n  

 

［解 説］ 

線形タイプの 2 項間型漸化式が, ノーヒントで出題されました。なお, (1)の不等式
は, L,2,1=n と n の値を代入して解いています。ところで, ④式が問題文で与え

られている理由は何でしょうか。 
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第４問                            問題のページへ 

(1) 点 Eは線分 ABを )1(: aa - に内分することより,  

OBOA)1(OE aa +-= ),,1()1,1,0()0,0,1)(1( aaaaa -=+-=  

点 Fは線分 CDを )1(: aa - に内分することより,  

ODOC)1(OF aa +-= )2,1,2()1,0,1)(1( ---+-= aa  

 )31,,31( aaa ---=  

よって, EF ),,1()31,,31( aaaaaa -----= )41,2,2( aaa ---=  

また, )1,1,1(AB -= であり, EF⊥ABから 0ABEF =× となり,  

04122 =-+- aaa , 
4
1=a  

(2) 
4
1=a のとき, ( )

4
1,

4
1,

4
3OE = , ( )

4
1,

4
1,

4
1OF -=  

OFOE)1(OG bb +-= ( ) ( )
4
1,

4
1,

4
1

4
1,

4
1,

4
3)1( -+-= bb  

 ( )
4
1,

4
21,

4
23 bb --=  

(3) 条件より, BCBH s= なので,  

BCOBOH s+= )1,1,()0,1,1()1,1,0( sss -=-+= ………① 

また, OGOH t= ( )
4
1,

4
21,

4
23 bbt --= ………② 

①②より, tbs
4
23 -= ……③, tbs

4
211 -=- ……④, t

4
11 = ……⑤ 

⑤より 4=t となり, ③④に代入すると,  

bs 23 -= , bs 211 -=-  

よって, 
4
3=b , 

2
3=s となり, 点 Hの座標は, ( )1,

2
1,

2
3H - である。 

このとき, BC
2
3BH = なので, 点 Hは線分 BCを 1:3

2
1:

2
3 = に外分する。 

 

［解 説］ 

空間ベクトルの成分に関する基本問題です。ベクトルは考えにくいものが多かった

のですが, それに比べると, 今年の問題は易しめです。 

 


